



































































































2014 年 10 月 6 日（月）－ 7日（火）
総合地球環境学研究所
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気候適応史プロジェクト成果報告書 1
　田上高広： 多賀の鍾乳石などを用いた古気候研究
の進捗状況
　栗田直幸： 大気大循環場の変化が引き起こす樹木
年輪の酸素同位体比変化　～気候 -同
位体応答プロセスの解明～
　庄建治朗： 沖縄リュウキュウマツδ18Oの降水同位
体比・気象観測データによるフォワー
ドモデリング
　木村勝彦： 縄文中期、BC2300 年までの酸素同位体
比物差しの整備状況
　総合討論
本年度はプロジェクトが本格的に始動した FR1（1
年め）ではあるが、それ以前の準備期間が長かった
こともありデータが着実に蓄積できているので、現
時点での各人の進捗を古気候学グループと気候学グ
ループのメンバーで共有し、今後の研究計画につい
て議論する機会として上記の研究会を開いた。会議
では、古気候学グループメンバーから、樹木年輪や、
歴史天候記録、年稿堆積物、サンゴ年輪、鍾乳石を
用いた気候復元について、詳細な解析状況が報告さ
れた。例えば、樹木年輪による降水量の復元と、気
候災害の古記録に基づく夏季気温の復元の対比から、
享保期や文化・文政期に夏季モンスーンが活性化（温
暖・湿潤化）したことを認めたほか、古文書からそ
の当時に米が増収していたことが分かり、気候変動
と社会応答に見かけ上ではあるが対応関係を認めた。
その他、気候学グループメンバーから、古天気デー
タ同化に向けた予備解析や、年輪酸素同位体比変動
の背後にある大気循環場の変動について報告があり、
前者については、日単位の雲量データがあれば、よ
り精度良く大気循環を再現できることが示された。
